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健康保険証廃⽌とマイナンバーカード取得強制の中⽌を求める 
意⾒書について 
 

上記の発議案を別紙のとおり⽩井市議会会議規則第１４条第 1 項の規
定により提出します。 
 

令和５年７⽉１１⽇提出 
 

⽩井市議会議⻑  岩⽥ 典之 様 
 

提出者 ⽩井市議会議員 根本 敦⼦ 
 

賛成者 ⽩井市議会議員 徳本 光⾹ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

提案理由 
 
 健康保険証廃⽌により、任意であるマイナンバーカードの取得が実質強
制となるため。また、健康保険証とマイナンバーカードの機能⼀体化によ
り、別⼈の医療情報の誤登録などトラブルが相次いでおり、個⼈情報保護
と命に関わる重⼤な問題があるため。 



健康保険証廃⽌とマイナンバーカード取得強制の中⽌を 
求める意⾒書（案） 

 
 政府は、2024 年秋に健康保険証を廃⽌してその機能をマイナンバーカ
ードに組み込む⽅針を打ち出しました。 

健康保険証廃⽌となれば、マイナンバーカードを持たない⼈は公的保険
診療から遠ざけられる結果となりかねず、すでに別⼈の医療情報の誤登録
などトラブルが相次いでおり、国⺠皆保険制度の下で守られている国⺠の
命と健康が脅かされます。 
 健康保険証廃⽌は、事実上のマイナンバーカード取得強制につながりま
す。個⼈情報漏えいの不安から強制に反対の⺠意があることも事実です。
法律上はマイナンバーカードの取得はあくまでも任意であり、国⺠への強
制は⾏われるべきではありません。 
 政府がいま⾏うべきことは、新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤の中
で、ひっ迫する医療現場の体制を拡充することです。患者や医療機関の多
くが望んでいない健康保険証の廃⽌とマイナンバーカードの強制をただ
ちにやめるよう求めます。 
 
 以上、地⽅⾃治法第９９条の規定により意⾒書を提出する。 
 
令和 5 年７⽉１１⽇ 
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